
⑤あたま側を裏返す 

 

しっぽと同じように返し口から、 

鼻先部分の生地をつかんで 

かんし等で、ひっぱりだします 

①頭と胴体を中表に縫う 

 

待ち針で固定して、 

布の端から端まで縫います 

なみ縫いか返し縫いで縫います 

 

②中表に合わせて 

待ち針でとめる 

 

結び目が見えるくらいの位置に 

しっぽを挟みこんで 

④しっぽ側を裏返す 

 

返し口からかんしを差し込み、 

しっぽをつかんでひっぱり出す 

 

///はりねずみのつくりかた/// 

③背中の返し口をのこして縫う 

 

しっぽの部分は分厚いので 

手前と後ろ側に、 

一針ずつ針を出して縫い進めます 

⑦目鼻口を下書きする 

 

消えるペンで刺繍の下書きをする 

口角あげると笑顔に！ 

⑦ 

 

正面からみたかんじ 

左右おなじじゃなくても 

おもしろいこができそう 

⑧刺繍する 

 

わたが詰まっていて固いので 

長い針があれば針が引きやすく、 

刺繍がしやすいです 

糸をひっぱりすぎず、ゆるめに 
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返し口 

⑧ 

鼻、目、口とつづけて刺繍し、 

最後はからだ側に糸をだしてとめる 

 

目は玉止めをひとつして、 

裏側の目の位置に針をだして、そこでもう一つ玉止めする 

⑥わたをつめてとじる 

 

化繊綿を少しずつちぎってつめる 

あとから刺繍をするので、 

頭、とくに鼻先はしっかりと 

返し口は、はしごまつりでとじます 

⑨できあがり 

ボタンをつけて、しっぽに紐を通す 

ブローチにする場合は、金具を縫い付ける 

仕上に、縫いこまれた毛を目打ちでひっぱりだす 


